
福
祉
環
境

一
般
会
計
補
正
予
算
（
所
管
分
）

を
審
査
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
項
目

を
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
中
所
管
分

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
障
害
者
支
援
事
業
費
及
び
障
害
者

支
援
支
給
費
を
補
正
し
よ
う
と
す

る
理
由
と
積
算
根

拠
○
市
民
が
よ
り
利
用

し
や
す
い
よ
う
な

障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
あ
り
方

○
生
活
保
護
費
の
増

額
補
正
の
内
容
と

支
給
対
象
者
が
増

加
し
た
こ
と
に
伴

う
本
市
の
態
勢

○
平
成
１４
年
（
２
０

０
２
年
）
度
児
童

手
当
事
務
費
交
付

金
の
返
還
金
が
生

じ
た
理
由

����������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
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�
�
�

代表質問・個人質問について
質問方法
（１）毎定例会において代表質問及び個人質問を行います。
（２）代表質問・個人質問ともに一般質問、議案質疑を一括

して行います。
質問人数
（１）代表質問は１会派１人
（２）個人質問は１会派３人までできます。
（３）代表質問をした議員は、重複して個人質問はできませ

ん。
質問時間（答弁時間は含みません）
（１）代表質問は、３５分＋（会派構成人数×５分）以内、〔最

大６０分〕
（２）個人質問は、１０分＋（会派構成人数×５分）を会派に

割り当てます。その割当時間は、次のとおりです。

２５分５０分市民ネットワーク（３人）

３０分５５分市民リベラル（４人）

３５分６０分自由民主党（５人）

４５分６０分民主市民連合（７人）

４５分６０分公明党（７人）

５０分６０分日本共産党（８人）

個人質問代表質問会派（構成人数）

（３）個人質問は、１人２０分以内
（４）１人会派の議員及び会派に所属しない議員は代表質問

はできませんが、２０分以内で個人質問ができます。
質問回数
１人３回以内

建

設

下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
及
び
一

般
会
計
補
正
予
算
（
所
管
分
）
な
ど

を
審
査
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
項
目

と
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
の
概
要

を
お
伝
え
し
ま
す
。

下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
人
件
費
の
抜
本
的
改
革

○
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ（
業
務
委
託
）

に
よ
る
経
費
削
減

○
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
割
合

と
そ
の
減
額
理
由

○
資
本
費
を
雨
水
処
理
と
汚
水
処
理

に
区
分
す
る
方
法

※
な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、

委
員
か
ら
、
使
用
料
改
定
率
の
引
下

げ
と
経
費
節
減
等
の
経
営
努
力
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
強
い
指
摘

が
あ
り
、
理
事
者
か
ら
、
平
均
改
定

率
を
３２
・
１４
％

か
ら
２９
・
０２
％

と
し
た
い
と
の

修
正
の
申
出
と

と
も
に
、今
後
、

一
層
経
費
の
節

減
を
行
い
、
効

率
的
な
維
持
管

理
に
努
め
、
未

整
備
地
域
の
水

洗
化
並
び
に
浸

水
対
策
、
合
流

式
下
水
道
の
改

善
等
の
課
題
に

つ
い
て
も
解
消

す
べ
く
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
の
答
弁
が
あ
り
、
委
員
会
は
こ
の

原
案
修
正
を
承
認
し
ま
し
た
。

�
賛
成
意
見
の
概
要
�

１

原
案
修
正
さ
れ
た
案
で
も
市

民
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
と
考
え

る
。
し
か
し
、
今
年
度
末
で
は
累
積

赤
字
が
約
１８
億
円
に
も
な
り
、
深
刻

な
財
政
状
況
に
な
っ
て
い
る
中
で

は
、
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
。
今

後
、
人
員
削
減
も
含
め
、
最
大
限
の

経
費
節
減
に
努
力
す
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

２

ま
ず
、
本
市
独
自
の
下
水
道

シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
な
改
革
に
着
手

す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

次
に
、
下
水
道
事
業
に
企
業
経
営

の
感
覚
を
早
急
に
導
入
さ
れ
た
い
。

雨
水
、
汚
水
処
理
費
を
明
確
に
し
、

経
営
合
理
化
を
徹
底
し
て
、
市
民
へ

の
負
担
を
軽
減
で
き
る
仕
組
み
に
早

急
に
着
手
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。�

反
対
意
見
の
概
要
�

下
水
道
特
別
会
計
の
赤
字
は
、
第

一
に
、
財
政
健
全
化
の
名
の
下
に
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
削
減
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
不
要

不
急
の
建
設
事
業
を
精
査
し
直
し
、

繰
入
削
減
分
を
元
に
戻
す
べ
き
で
あ

る
。お
で
い

汚
泥
処
理
施
設
の
整
備
を
、
１
０

０
％
汚
水
経
費
と
し
て
扱
う
な
ど
、

汚
水
処
理
原
価
の
計
算
の
仕
方
自
体

に
も
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
原
価
算

定
の
基
礎
と
な
る
資
本
費
削
減
の
努

力
も
弱
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

か
ん
き
ょ

管
渠
築
造
費
に
つ
い
て
、
国
は
補

助
率
を
引
き
下
げ
て
お
き
な
が
ら
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
削
減
を
指
示

す
る
と
い
う
理
不
尽
な
対
応
を
し
て

い
る
。
補
助
率
の
引
上
げ
を
行
う
よ

う
強
く
改
善
を
求
め
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。ま
た
、下
水
道
事
業
債
に
つ
い

て
、
低
利
へ
の
借
換
え
要
望
を
強
め

て
い
く
と
同
時
に
、
こ
の
利
子
返
済

部
分
だ
け
で
も
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
れ
を
復
活
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、
市
民
負
担
増
で
は
な
い
赤

字
解
消
の
努
力
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、本
議
案
に
反
対
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
中
所
管
分

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
市
営
岸
部
中
住
宅
建
替
工
事
の
進

捗
状
況

○
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
名
称
と
位
置

付
け

○
阪
急
豊
津
駅
前
自
転
車
駐
車
場
の

管
理
方
法
及
び
当
初
計
画
を
変
更

し
た
理
由

○
紫
金
山
公
園
整
備
に
お
け
る
今
後

の
計
画

�
意
見
の
概
要
�

公
園
の
整
備
を
行
う
に
あ
た
り
、

財
政
面
も
考
慮
し
、
ご
み
の
減
量
に

つ
な
が
る
公
園
づ
く
り
と
い
う
観
点

で
整
備
を
進
め
ら
れ
た
い
。
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財
政
総
務

一
般
会
計
補
正
予
算
（
所
管
分
）

な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑

項
目
と
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
の

概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
中
所
管
分

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

◆
ミ
ニ
市
場
公
募
債
発
行
事
業
に
つ

い
て

○
発
行
目
的
及
び
市
民
の
行
政
へ
の

参
加
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
る
よ

う
な
充
当
対
象
事
業
の
選
定

○
財
政
全
体
を
見
通
し
た
資
金
調
達

コ
ス
ト
の
精
査
と
資
金
の
流
動
性

の
確
保

○
購
入
し
た
個
人
、
法
人
等
が
破
産

し
、
債
券
が
市
場
に
出
回
っ
た
際

の
対
応

○
公
募
に
よ
る
愛
称
の
決
定

�
意
見
の
概
要
�

１

ミ
ニ
市
場
公
募
債
に
関
し

て
、市
は
そ
の
財
源
を
消
防
本
部
・
西
ま
し
た

消
防
署
合
同
庁
舎
建
設
事
業
や
味
舌

水
路
整
備
事
業
に
充
当
す
る
予
定
で

あ
る
が
、
来
年
度
か
ら
は
市
長
の
実

施
し
た
い
事
業
に
市
民
参
加
し
て
も

ら
う
と
い
う
方
向
で
財
源
を
割
り
当

て
ら
れ
た
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
起
債

の
発
行
が
前
提
で
、
後
か
ら
ど
の
事

業
に
割
り
あ
て
る
か
を
考
え
た
よ
う

に
し
か
見
え
な
い
。
来
年
度
は
も
う

少
し
発
行
方
法
等
を
精
査
さ
れ
た
い
。

２

ミ
ニ
市
場
公
募
債
に
つ
い
て

は
、
市
民
参
加
型
と
い
う
こ
と
を
強

調
し
た
と
し
て
も
、
充
当
対
象
事
業

に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
、
市
民

全
員
が
参
加
で
き
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
財
政
運
用
と
い
う
こ
と
を

強
調
し
て
も
、
手
続
等
の
諸
経
費
が

か
か
る
な
ど
余
り
効
率
的
な
感
じ
が

見
受
け
ら
れ
な
い
。
債
権
が
市
場
に

出
回
り
、
様
々
な
問
題
が
起
き
る
と

い
う
点
も
想
定
さ
れ
た
い
。
次
回
提

案
を
す
る
際
に
は
、
そ
の
位
置
付
け

や
意
義
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
説
明

責
任
を
き
ち
ん
と
果
た
す
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

３

ミ
ニ
市
場
公
募
債
に
つ
い
て

は
、
吹
田
市
民
さ
わ
や
か
債
と
い
う

愛
称
が
付
い
て
い
る
が
、
今
後
の
発

行
の
際
に
は
市
民
か
ら
愛
称
を
公
募

し
、
多
く
の
方
が
関
心
を
持
て
る
よ

う
努
め
ら
れ
た
い
。
さ
ら
に
購
入
限

度
を
１０
万
円
程
度
に
と
ど
め
、
広
く

市
民
の
方
が
購
入
で
き
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

４

「
見
え
る
、
わ
か
る
、
参
加

で
き
る
」
、
そ
し
て
「
大
き
な
目
標
」

と
「
さ
わ
や
か
な
夢
」
を
市
民
と
共

有
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
市
長
の
理
念
に
つ
い
て
は
評
価
す

る
が
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
行
政
運
用

と
は
な
っ
て
い
な
い
。

ミ
ニ
市
場
公
募
債
に
つ
い
て
も
、

市
民
が
納
得
で
き
る
も
の
と
な
る
よ

う
、民
主
的
な
判
断
を
求
め
、そ
の
上

で
事
業
の
決
定
、
推
進
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
当
初
予
算
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
き
な
り
こ
の

よ
う
な
方
策
で
財
源
を
確
保
し
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
今
後
は
当
初
予
算

で
き
っ
ち
り
と
方
向
を
示
し
、
議
会

の
審
議
を
経
て
か
ら
充
当
対
象
事
業

を
選
考
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

自
転
車
駐
車
場
に
つ
い
て
、
し
っ

か
り
と
人
員
も
配
置
す
る
よ
う
努
力

す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
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市市内内でで行行わわれれてていいるる下下水水道道工工事事

現在、消防本部を有する南南消消防防署署

整整備備がが進進むむ紫紫金金山山公公園園

す い た 市 議 会 だ よ り ２００４年（平成１６年）１月２７日 発行（４）

古紙配合率１００％の再生紙に大豆インキで印刷しています


